
京都府 中丹医療圏における平成 30 年度病床機能報告 速報値 
 

病床の機能区分 

病床機能報告（中 丹） 

（H30.7.1 現在） 

病床機能報告（舞鶴市） 

（H30.7.1 現在） 

将来推計 

分析前 分析後 増減 分析前 分析後 増減 
国推計値 

令和７年(2025 年) 

地域包括ケア構

想の目標 

高度急性期 ７０ ７０ 3.32%  ２２ ２２ 2.29%  11.10% 〇回復期・慢性期

機能を充実 急性期 １０５４ １０１０ 47.91% ▲４４ ４９２ ４９２ 51.14%  38.26% 

回復期 

小計 ５１６ ５６０ 26.57% ４４ ２２３ ２２３ 23.18%  33.62% 

地域急性期（仮）  ( ４４)        

回復期 (５１６) (５１６)        

慢性期 ３９９ ３９９ 18.93%  １７５ １７５ 18.19%  17.02% 

休棟中等 ６９ ６９ 3.27%  ５０ ５０ 5.20%  ― 

合計 ２１０８ ２１０８ 100.00%  ９６２ ９６２ 100.00%  100.00% ２２０５  
  



国家公務員共済組合連合会 舞鶴共済病院 【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値 22％未満)】 
 
平成 30 年度の病床機能報告 

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

ＩＣＣＵ 高度急性期 １０ 特定集中治療室管理料３ 
 

―  高度急性期 １０ 

Ｂ棟３階病棟 急性期 ４７ 急性期一般入院料１ 
 

36.6  急性期 ４７ 

Ｂ棟５階病棟 急性期 ４５ 急性期一般入院料１ 
 

24.2  急性期 ４５ 

Ｃ棟３階病棟 急性期 ５４ 急性期一般入院料１ 
 

35.9  急性期 ５４ 

Ｃ棟４階病棟 急性期 ５４ 急性期一般入院料１ 
 

23.9  急性期 ５４ 

Ｃ棟５階病棟 急性期 ５４ 急性期一般入院料１ 
 

34.2  急性期 ５４ 

Ｂ棟６階病棟 回復期 ３６ 
地域包括ケア病棟入院

料２ 

 
2.4  回復期 ３６ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 
 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期 １０ １０  

急性期 ２５４ ２５４  

回復期 ３６ ３６  

慢性期    

休棟中等    

合計 ３００ ３００  
 
 



独立行政法人国立病院機構舞鶴医療センター 【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値 22％未満)】 
 
平成 30 年度の病床機能報告 

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

ＮＩＣＵ病棟 高度急性期 ６ 
新生児特定集中治療室

管理料１ 

 
―  高度急性期 ６ 

ＳＣＵ病棟 高度急性期 ６ 
脳卒中ケアユニット入

院医療管理料 

 
―  高度急性期 ６ 

Ｂ－３病棟 急性期 ４４ 急性期一般入院料１ 
小児入院医療管理料４ 

（２０床） 
49.2  急性期 ４４ 

Ｂ－４病棟 急性期 ４４ 急性期一般入院料１ 
 

41.5  急性期 ４４ 

Ｂ－５病棟 急性期 ５０ 急性期一般入院料１ 
 

37.9  急性期 ５０ 

Ｂ－６病棟 回復期 ３９ 緩和ケア病棟入院料２ 
 

―  回復期 ３９ 

Ｂ－７病棟 回復期 ５０ 
地域包括ケア病棟入院

料２ 

 
―  回復期 ５０ 

２号病棟 休棟中 ５０  
 

―  休棟中 ５０ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期 １２ １２  

急性期 １３８ １３８  

回復期 ８９ ８９  

慢性期    

休棟中等 ５０ ５０  

合計 ２８９ ２８９  



舞鶴赤十字病院 【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値 12％未満)】 
 
平成 30 年度の病床機能報告 

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

３階病棟 急性期 ５０ 急性期一般入院料１ 
 

37.5  急性期 ５０ 

５階病棟 急性期 ５０ 急性期一般入院料１ 
 

39.3  急性期 ５０ 

４階病棟 回復期 ５０ 
地域包括ケア病棟入院

料１ 

 

 
―  回復期 ５０ 

回復期リハビ

リ病棟 
回復期 ４８ 

回復期リハビリテーシ

ョン病棟入院料１ 

 
―  回復期 ４８ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 
 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期    

急性期 １００ １００  

回復期 ９８ ９８  

慢性期    

休棟中等    

合計 １９８ １９８  
 

  



京都府立舞鶴こども療育センター 【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値 12％未満)】 

 
平成 30 年度の病床機能報告 

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

病棟 慢性期 ３５ 
障害者施設等１０対１

入院基本料 

 
―  慢性期 ３５ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 
 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期    

急性期    

回復期    

慢性期 ３５ ３５  

休棟中等    

合計 ３５ ３５  
 

  



市立舞鶴市民病院 【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値 12％未満)】 
 
平成 30 年度の病床機能報告 

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

２階 
慢性期 

(医療療養病床) 
５０ 療養病棟入院料１ 

 

 
―  慢性期 ５０ 

３階 
慢性期 

(医療療養病床) 
５０ 療養病棟入院料１ 

 

 
―  慢性期 ５０ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 
 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期    

急性期    

回復期    

慢性期 １００ １００  

休棟中等    

合計 １００ １００  
 



医療法人 岸本病院 【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値 12％未満)】 

 
平成 30 年度の病床機能報告 

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

療養型病棟 
慢性期 

(医療療養病床) 
２４ 療養病棟入院料２ 

 

 
―  慢性期 ２４ 

療養型病棟 
慢性期 

(介護療養病床) 
１６  

 

 
―  慢性期 １６ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 
 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期    

急性期    

回復期    

慢性期 ４０ ４０  

休棟中等    

合計 ４０ ４０  

 


